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 コンパクトなまちづくりを進め中心

市街地の空洞化の防止をはかるとと

もに地域の個性を活かすためネット

ワークの構築を図ることが自立分散

型のまちづくりにつながる 

 個性を重視し、質の高い未来志向

のプロジェクトを実施することが

具体的で市民にわかりやすい計画

づくりにつながる 

   

六地域が各々個性や特性を磨くとともに、既

存インフラの長寿命化を図りながら、市全体

のネットワークを構築して、未来志向で暮ら

していける自立分散型のまちを目指す。 

 郷土愛を育てることで定着を図りなが

ら、魅力ある教育の実践がより多くの

人材の確保につながる 

 若者、子育て世代に選ばれるまちを目

指すとともに、高齢者、障害者に優し

く、誰もが活躍できる社会の構築が地

域の発展につながる 

 人やエネルギーなどの循環はもちろん、

あらゆる施策で循環を意識することで

円滑な社会の発展につながる 

住む人にも訪れる人にも優しいうえに、

若者にも魅力的で、誰もがいきいき暮ら

せて、人が人を呼ぶ、人中心の資源を

有効に使う循環のまちを目指す。 

 文化や伝統など確立されたものを大

切にしつつ、新しいことに挑戦がで

きる環境、人を惹きつけ投資を呼び

込める環境が発展につながる 

 様々な人の受入れを進めるとともに、

あらゆる施策で市民の満足を高め、

他所にいかなくてもすむ生活を実現

すること、交流人口を増やすことが

人口減少社会の対応につながる 

 精神的な豊かさの価値を見直し、特

有の自然、文化、歴史を大切にする

ことが地域の価値を高め、発展につ

ながる 

 地方都市においてはグローバル化、

国際化への対応にとどまらず、より

本格的な国際化に踏み込むことが創

造的な社会づくりにつながる 

豊かな精神性に支えられた伝統に加え、本格的な国

際化に向けて異文化や移住者とも共生できる寛容さ

を高めて交流人口も増やし、さらには新たな挑戦でベ

ンチャー企業などの新産業を創出して投資を呼ぶな

ど、新旧融合したまちを目指す。 

これからの１０年で鶴岡市のまちづくりに重視したい着眼点（整理図解） 

（まちづくりの基本方針の検討材料） 
自立分散型のまち

づくり 

伝統と創造が息づくま

ちづくり 

人にも環境にもやさし

い循環のまちづくり 

１）とき：２０１８．８．１ 

２）ところ：市役所 

３）データ出所：企画専門委員会資料 

 財政が厳しくなる中、公共施設の

新規建設は抑制し、複合利用や長

寿命化による効率的な整備を基本

とする 

   

地域に誇りと自信を持ち、資源・イン

フラを長く上手に活用し、前向きにま

ちに関わり、自立分散型の持続可能

なまちづくりを進めます。の 

精神性や伝統の持ち味に、寛容さ

やチェレンジ精神を加え、異文化

等との交流や新産業創出を促進

する伝統と創造の力で、市民満足

度の高いまちづくりを進めます。 
 

ハード・ソフト両面で誰にも暮ら

しやすく、子育てや教育環境も

魅力的で、ひと・もの・金といっ

た資源を地域発展に上手に活

かし切る循環のまちづくりを進

めます。 


